
 

章名  １２ 計画の推進体制と評価の実施  

節名   

 

 

１ 計画の推進体制  

 

 本計画の推進にあたっては、県、市町村をはじめとして、県民や事業者等の多様な主体による一

体となった取組が必要です。このため、岡山県医療審議会等の場を通じて、県民の意向を反映させ

るとともに、関係行政機関、保健・医療・福祉関係団体等と連携を図りながら施策を推進します。 

 また、本計画は、すべての県民が生き活きとした生活を送れるよう、良質な保健医療サービスが受

けられる体制の確保を図る観点から策定していることから、「第３次健康おかやま２１」、「第９期岡山

県高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計画」など関係する計画と調和を保ちながら関係施

策を総合的に推進します。 

 施 策 を 着 実 に 推 進 す る た め 、 あ ら か じ め 数 値 目 標 を 設 定 し 、 い わ ゆ る 「 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

（plan-do-check-action）サイクル」を取り入れながら、計画の進行管理を行います。 

 

 

 

２ 評価の実施  

 

 本計画の進捗状況については、毎年度、数値目標項目に係る実績値の年次推移や施策の取組

状況を岡山県医療審議会に報告するとともに、評価を行います。 

 また、各保健医療圏においては、地域保健医療計画の進捗状況について、毎年度、圏域保健医

療対策協議会に報告するとともに、評価を行います。 

 全県及び保健医療圏における評価の結果は、本計画の推進に反映します。 

 

 

 

３ 進捗状況及び評価結果の公表 

 

 本計画の進捗状況及び評価結果については、県のホームページ等において公表します。 

 

 

 



４ 計画の数値目標 

（備考欄は、該当の章－節－項番号） 

 

項       目 

 

 

現   状 

 

 

令和１１年度末目標 

（２０２９） 

 

備 考 

 

 

病院における相談窓口設置割合 

 

 

 

１４７病院 ９２．５％ 

Ｒ５．３ 

（２０２３） 

 

全病院 １００％ 

 

 

 

６－１－１ 

 

 

 

病院における第三者評価（（公財）日本医療機

能評価機構又はＪＣＩ）による認定病院割合 

 

 

２８．３％（４５病院） 

Ｒ５．３ 

（２０２３） 

 

全病院の５０％ 

 

 

 

６－１－１ 

 

 

 

処方箋受取率 

 

 

 

６７．５％ 

Ｒ３年度 

（２０２１） 

 

７０．０％ 

 

 

 

６－２－１ 

 

 

 

全てのがん検診受診率（国民生活基礎調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性 

胃がん    ：５１．８％ 

肺がん    ：５９．１％ 

大腸がん  ：５０．９％ 

女性 

胃がん    ：４３．４％ 

肺がん    ：５６．３％ 

大腸がん  ：４７．３％ 

子宮頸がん：４９．４％ 

乳がん    ：５２．７％ 

Ｒ４年 

（２０２２） 

 

６０．０％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－１－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がん検診精密検査受診率（市町村実施分） 

 

 

 

 

 

 

 

胃がん    ：８５．２％ 

肺がん    ：７９．８％ 

大腸がん   ：７５．０％ 

子宮頸がん ：８３．６％ 

乳がん    ：９３．７％ 

Ｒ２年度 

(２０２０) 

 

９０．０％以上 

 

 

 

 

 

 

７－１－１ 

 

 

 

 

 

 

 

がんの７５歳未満の年齢調整死亡率 

（人口１０万対） 

※基準人口は、昭和６０（１９８５）年モデル人

口を使用 

 

６１．４ 

（全国４位） 

Ｒ４年 

（２０２２） 

 

５６．７ 

 

 

７－１－１ 

 

 

 

緩和ケア研修修了医師等数（累計） 

 

 

 

３，２００人 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

４，５００人 

 

 

 

７－１－１ 

 

 

 

がん患者の在宅死亡割合 

（在宅＝自宅＋老人ホーム＋老健） 

 

 

２２．８％ 

Ｒ４年 

（２０２２） 

 

２７．０％ 

 

 

 

７－１－１ 

 

 

 

 



 

項       目 

 

 

現   状 

 

 

令和１１年度末目標 

（２０２９） 

 

備 考 

 

 

がん患者の専門的な看護を行う専門看護師・認

定看護師・特定認定看護師の増加 

 

 

８３人 

Ｒ４．１２ 

（２０２２） 

 

１１０人 

 
７－１－１ 

 
 

 

がん相談支援センターの相談件数 

 

 

 

１５，５２５件 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

１８，０００件 

 

 

 

７－１－１ 

 

 

 

がん登録精度（ＤＣＩ割合） 

 

 

 

２．３％ 

Ｒ元年 

（２０１９） 

 

２．１％以下 

 

 

７－１－１ 

 

 

 

がん登録精度（ＤＣＯ割合） 

 

 

 

１．３％ 

Ｒ元年 

（２０１９） 

 

１．０％以下 

 

 

 

７－１－１ 

 

 

 

「岡山がんサポート情報」の閲覧件数 

 

 

４１１件／月 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

６５０件／月 

 

 

７－１－１ 

 

 

 

脳梗塞の新規入院患者（紹介入院を除く）のう

ち、 ｔ－ＰＡ療法を実施した割合 

 

 

７．３％ 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

７．５％以上 

 

 

 

７－１－２ 

 

 

 

脳血管疾患の年齢調整死亡率（人口１０万対） 

 

 

 

男性９１．０ 

女性５０．９ 

Ｒ２年 

（２０２０） 

 

男性７６．２ 

女性４５．５ 

 

 

７－１－２ 

 

 

 

 

脳梗塞の年齢調整死亡率（人口１０万対） 

 

 

 

男性５１．６ 

女性２６．６ 

Ｒ２年 

（２０２０） 

 

男性４１．７ 

女性２２．０ 

 

 

７－１－２ 

 

 

 

 

急性心筋梗塞医療連携パスの参加届出医療

機関数 

 

 

２８９機関 

Ｒ５．４．１ 

（２０２３） 

 

現状維持 

 

 

 

７－１－３ 

 

 

 

心疾患の年齢調整死亡率（人口１０万対） 

 

 

 

男性１８０．７ 

女性１１２．２ 

Ｒ２年 

（２０２０） 

 

男性１６０．９ 

女性 ８６．０ 

 

７－１－３ 

 

 

 

 

急性心筋梗塞の年齢調整死亡率（人口１０万対） 

 

 

 

男性７０．４ 

女性３１．４ 

Ｒ２年 

（２０２０） 

 

男性６６．８ 

女性２４．２ 

 

 

７－１－３ 

 

 

 
  



 

項       目 

 

 

現   状 

 

 

令和１１年度末目標 

（２０２９） 

 

備 考 

 

 

大動脈瘤及び解離の年齢調整死亡率 

（人口１０万対） 

 

 

男性１４．７ 

女性 ８．５ 

Ｒ２年 

（２０２０） 

 

男性１４．２ 

女性 ８．０ 

 

７－１－３ 

 

糖尿病が強く疑われる者の割合 

 

男性１５．５％ 

女性 ７．４％ 

Ｒ３年度 

（２０２１） 

 

減少 

 

 

 

７－１－４ 

 

 

 

治療継続者の割合 

 

 

７０．８％ 

Ｒ３年度 

（２０２１） 

 

７５％ 

 

 

７－１－４ 

 

 

 

糖尿病性腎症の新規人工透析導入患者数及

び割合 

 

 

 

２６８人 

４１．６％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

減少 

 

 

 

７－１－４ 

 

 

 

 

自殺死亡率（人口１０万対） 

 

 

 

１５．９ 

Ｒ４年 

（２０２２） 

 

１３．０以下 

Ｒ７年 

（２０２５） 

 

７－１－５ 

 

 

 

入院後３か月時点の退院率 

 

 

 

６７％ 

Ｒ元年度 

（２０１９） 

 

６８．９％ 

Ｒ８年度 

（２０２６） 

 

７－１－５ 

 

 

 

入院後６か月時点の退院率 

 

 

 

８２％ 

Ｒ元年度 

（２０１９） 

 

８４．５％ 

Ｒ８年度 

（２０２６） 

 

７－１－５ 

 

 

 

入院後１２か月時点の退院率 

 

 

 

８９％ 

Ｒ元年度 

（２０１９） 

 

９１．０％ 

Ｒ８年度 

（２０２６） 

 

７－１－５ 

 

退院後１年以内の地域生活における平均生

活日数 

 

 

３２０日 

Ｒ元年度 

（２０１９） 

 

３２５．３日 

Ｒ８年度 

（２０２６） 

 

７－１－５ 

 

 

 

 

精神病床における慢性期（１年以上）入院患

者数 

 

 

＜６５歳以上＞ 

１，４４１人 

＜６５歳未満＞ 

６５１人 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

＜６５歳以上＞ 

１，４１８人以下 

＜６５歳未満＞ 

６０７人以下 

Ｒ８年度 

（２０２６） 

 

７－１－５ 

 

 

 

 

  



 

項       目 

 

 

現   状 

 

 

令和１１年度末目標 

     （２０２９） 

 

備 考 

 

 

ピアサポーター登録数 

 

 

 

３８人 

Ｒ５．３末 

（２０２３） 

 

８０人 

 

 

 

７－１－５ 

 

 

 

認知症サポート医養成研修修了者数（累計） 

 

 

２７７人 

Ｒ５．３末 

（２０２３） 

 

３６５人 

Ｒ９．３末 

（２０２７） 

 

７－１－５ 

 

 

 

かかりつけ医認知症対応力向上研修修了者数

（累計） 

 

 

１，９４１人 

Ｒ５．３末 

（２０２３） 

 

２，２００人以上 

Ｒ９．３末 

（２０２７） 

 

７－１－５ 

 

 

 

歯科医師認知症対応力向上研修修了者数 

（累計） 

 

 

９１３人 

Ｒ５．３末 

（２０２３） 

 

１，３６０人以上 

Ｒ９．３末 

（２０２７） 

 

７－１－５ 

 

 

 

薬剤師認知症対応力向上研修修了者数   

（累計） 

 

 

２，０６３人 

Ｒ５．３末 

（２０２３） 

 

３，０３０人以上 

Ｒ９．３末 

（２０２７） 

 

７－１－５ 

 

 

 

病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向

上研修修了者数（累計） 

 

 

２，２３４人 

Ｒ５．３末 

（２０２３） 

 

２，９００人以上 

Ｒ９．３末 

（２０２７） 

 

７－１－５ 

 

 

 

看護職員認知症対応力向上研修修了者数（累計） 

 

 

 

５５８人 

Ｒ５．３末 

（２０２３） 

 

７３０人以上 

Ｒ９．３末 

（２０２７） 

 

７－１－５ 

 

 

 

認知症疾患医療センター数 

 

 

 

９か所 

Ｒ５．４．１ 

（２０２３） 

 

二次保健医療圏 

ごとに１か所以上 

Ｒ９．３末 

（２０２７） 

 

７－１－５ 

 

 

 

認知症サポーター養成講座受講者数（累計） 

 

 

 

２２４，９７８人 

Ｒ５．３末 

（２０２３） 

 

２８０，０００人 

Ｒ９．３末 

（２０２７） 

 

７－１－５ 

 

 

 

災害拠点病院及び救命救急センターの耐震

化率 

 

 

９０．９％ 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

１００％ 

 

 

 

７－２－２ 

 

 

 

ＤＭＡＴ隊員数 

 

 

 

２９１名 

Ｒ５年度 

（２０２３） 

 

５７０名 

 

 

 

７－２－２ 

 

 

 

ＤＰＡＴ先遣隊を有する医療機関 

 

 

 

１ 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

２ 

 

７－２－２ 

 

 



 

項       目 

 

 

現   状 

 

 

令和１１年度末目標 

     （２０２９） 

 

備 考 

 

 

義務年限終了後も県内に定着している自治医

科大学卒業医師の割合 

 

 

６０．８％ 

Ｒ５年度 

（２０２３） 

 

６２．２％ 

 

 

７－２－３ 

 

 

 

周産期死亡率（出産千対） 

 

 

 

 

３．５ 

（全国３０位） 

Ｒ４ 

（２０２２） 

 

低下 

（全国１位） 

 

 

７－２－４ 

 

 

 

 

出産千人当たりの産科・産婦人科医師数 

 

 

 

１４．０人 

Ｒ２ 

（２０２０） 

 

現状維持または増加 

 

 

 

７－２－４ 

 

 

 

年少人口１万人当たりの小児科医師数 

 

 

 

１３．９人 

Ｒ２ 

（２０２０） 

 

現状維持または増加 

 

 

 

７－２－５ 

 

 

 

入院確保病床数 

 

 

－ 

 

５９０床 

 

７－２－６ 

 

発熱外来医療機関数 

 

 

－ 

 

６１７機関 

 

７－２－６ 

 

自宅・宿泊施設・高齢者施設での療養者への

医療提供を行う医療機関数 

 

 

－ 

 

１，００７機関 

 

７－２－６ 

 

後方支援医療機関数 

 

 

－ 

 

８８機関 

 

７－２－６ 

 

派遣可能な医療人材数 

 

 

 

－ 

 

医師    ９２人 

看護師  １５４人 

その他   ４１人 

 

７－２－６ 

 

内科診療所のうち在宅療養支援診療所の数

の割合 

 

 

２７．９％ 

Ｒ２．４．１ 

（２０２０） 

 

３５．０％ 

 

７－２－７ 

 

病院（精神科病院を除く）のうち在宅療養支援

病院の数の割合 

 

 

２８．９％ 

Ｒ２．４．１ 

（２０２０） 

 

３７．０％ 

 

７－２－７ 

 

内科診療所のうち機能強化型在宅療養支援

診療所の占める割合 

 

 

３．３％ 

Ｒ２．４．１ 

（２０２０） 

 

４．０％ 

 

７－２－７ 

 

 

 

 



 

項       目 

 

 

現   状 

 

 

令和１１年度末目標 

（２０２９） 

 

備 考 

 

 

病院（精神科病院を除く）のうち機能強化型在

宅療養支援病院の占める割合 

 

 

９．７％ 

Ｒ２．４．１ 

（２０２０） 

 

１４．０％ 

 

７－２－７ 

 

訪問診療を実施している診療所・病院数 

 

 

５１５施設 

Ｒ２年 

（２０２０） 

 

現状維持 

 

７－２－７ 

 

退院支援担当者を配置している医療機関数 

 

 

 

１１０施設 

Ｒ２年 

（２０２０） 

 

１３２施設 

 

７－２－７ 

 

訪問看護（介護給付におけるサービス利用見

込み）回／月 

 

 

７１，８４０ 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

８９，７４５ 

Ｒ８年度 

（２０２６） 

 

７－２－７ 

 

２４時間体制をとっている訪問看護ステーション数 

 

 

１６０施設 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

１８０施設 

 

７－２－７ 

 

人生の最終段階で受けたい医療について家族

と話し合ったことがある県民（６０歳以上）の割合 

 

４７．６％ 

Ｒ５年度 

（２０２３） 

 

５０．０％ 

 

７－２－７ 

 

骨髄ドナー登録者数 

 

 

 

９，５４５人 

Ｒ４年度末 

（２０２２） 

 

１０，０００人 

 

 

 

８－１－２ 

 

 

 

１歳児で麻しん・風しんの予防接種を行ってい

る割合 

 

 

 

麻しん ９７．２％ 

風しん ９７．２％ 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

麻しん ９５％以上を維持 

風しん ９５％以上を維持 

 

８－２－１ 

 

 

 

 

小学校入学前１年間で麻しん・風しんの予防接

種を行っている割合 

 

 

 

麻しん ９３．1％ 

風しん ９３．1％ 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

麻しん ９５％ 

風しん ９５％ 

 

 

８－２－１ 

 

 

 

 

結核罹患率（人口１０万対） 

 

 

７．９ 

Ｒ４年 

（２０２２） 

 

７．５以下 

 

 

８－２－２ 

 

 

 

平均寿命の延伸を上回

る健康寿命の延伸 

（平均寿命： 

男性・・・８１．９０歳、 

女性・・・８８．２９歳） 

 

 

 

日常生活に      

制限がない

期間の平均       

 

 

 

 

男性 

 

 

 

７２．２８歳 

Ｒ元年 

（２０１９） 

 

延伸 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 
９－１－１ 

 
 
 
 
 
 

 

女性 

 

 

 

７６．０４歳 

Ｒ元年 

（２０１９） 

 

延伸 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 



 

項       目 

 

 

現   状 

 

 

令和１１年度末目標 
（２０２９） 

 

備 考 
 

 

適正体重を維持している者の増加 

 ２０～６０歳代男性の肥満者の割合 

 ４０～６０歳代女性の肥満者の割合 

２０～３０歳代女性のやせの者の割合 

 

 

 

 

２９．９％ 

１８．０％ 

１５．２％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

 

２５％未満 

１５％未満 

１１％未満 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 

９－１－１ 

 

 

 

 

 

 

特定健康診査・特定保健指導の実施率の向上 

特定健康診査の実施率（受診率） 

特定保健指導の実施率（終了率） 

 

 

５３．３％ 

３１．７％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

 

７０％ 

４５％ 

 

 

 

９－１－１ 

 

 

 

 

 

メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の

減少 

 

 

２８．９％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

減少 

 

 

９－１－１ 

 

 

 

適正体重を維持している者の増加 

２０～６０歳代男性の肥満者の割合 

４０～６０歳代女性の肥満者の割合 

２０～３０歳代女性のやせの者の割合 

低栄養傾向の高齢者（６５歳以上ＢＭＩ２０未

満）の割合 

 

 

 

２９．９％ 

１８．０％ 

１５．２％ 

１９．４％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

 

２５％未満 

１５％未満 

１１％未満 

１３％未満 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 

９－１－２ 

【一部再掲】 

 

 

 

 

 

食塩摂取量が１日７ｇ未満の者の割合の増加 

 

 

１３．２％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

増加 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 

９－１－２ 

 

 

 

野菜の摂取量が１日３５０ｇ以上の者の割合の

増加 

 

 

１８％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

増加 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 

９－１－２ 

 

 

 

朝食を毎日食べる児童・生徒の割合の増加 

小学生 

中学生 

 

 

８７．７％ 

８０．８％ 

Ｒ４年 

（２０２２） 

 

 

１００％ 

１００％ 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 

９－１－２ 

 

 

 

 

 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２

回以上の日がほぼ毎日の者の割合 

 

 

３７．４％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

５０％ 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 

９－１－２ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

項       目 

 

 

現   状 

 

 

令和１１年度末目標 

（２０２９） 

 

備 考 

 

 
日常生活における歩数の増加 ２０～６４歳 
 
              ６５歳以上 
 
 

 
男性 ６，１４１歩 
女性 ５，０９５歩 
男性 ４，９６９歩 
女性 ４，３６５歩 

Ｒ３年 
（２０２１） 

 
男性 ８，０００歩 
女性 ８，０００歩 
男性 ６，０００歩 
女性 ６，０００歩 
Ｒ１７年度 
（２０３５） 

 
９－１－３ 

 
 
 
 

 
運動習慣者の割合の増加   ２０～６４歳 
 

６５歳以上 
 
 
 

 
男性 ２１．６％ 
女性 １６．７％ 
男性 ４５．６％ 
女性 ３４．０％ 

Ｒ３年 
（２０２１） 

 
男性 ３０％ 
女性 ３０％ 
男性 ５０％ 
女性 ５０％ 
Ｒ１７年度 
（２０３５） 

 
９－１－３ 

 
 
 
 
 

 
ストレスにうまく対応できない者の割合の減少 
 
 

 
１４．５％ 
Ｒ３年 
（２０２１） 

 
減少 

Ｒ１７年度 
（２０３５） 

 
９－１－４ 

 
 

 
睡眠による休養を十分とれていない者の割合
の減少 
 

 
２０．３％ 
Ｒ３年 
（２０２１） 

 
１５％ 

Ｒ１７年度 
（２０３５） 

 
９－１－４ 

 
 

 
生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している
者（１日当たりの純アルコールの摂取量が男性
４０ｇ以上、女性２０ｇ以上の者）の割合の減少 
 
 

 
＜男性＞ 
１１．２％ 
Ｒ３年 
（２０２１） 
＜女性＞ 
７．４％ 
Ｒ３年 
（２０２１） 

 
＜男性＞ 
９．５％ 
Ｒ１７年度 
（２０３５） 
＜女性＞ 
６．４％ 
Ｒ１７年度 
（２０３５） 

 
９－１－５ 

 
 
 
 
 
 

 
２０歳未満の飲酒をなくす 
 
 
 

 
＜中学生＞ 
０．８％ 
Ｒ２年 
（２０２０） 
＜高校生＞ 
１．１％ 
Ｒ２年 
（２０２０） 

 
＜中学生＞ 

０％ 
Ｒ９年 
（２０２７） 
＜高校生＞ 

０％ 
Ｒ９年 
（２０２７） 

 
９－１－５ 

 
 
 

 
妊娠中の飲酒をなくす 
 
 

 
０．６％ 
Ｒ３年 
（２０２１） 

 
０％ 
Ｒ９年 
（２０２７） 

 
９－１－５ 

 
 

 
２０歳以上の者の喫煙率 
（喫煙をやめたい人がやめる） 
 

 
１２．８％ 
Ｒ３年 
（２０２１） 

 
９．１％ 
Ｒ１７年度 
（２０３５） 

 
９－１－６ 

 
 

 
２０歳未満の者の喫煙率 

 

 
０．１％ 
Ｒ２年 

（２０２０） 

 
０％ 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 
９－１－６ 

 

 



 

項       目 

 

 

現   状 

 

 

令和１１年度末目標 

（２０２９） 

 

備 考 

 

 
望まない受動喫煙の機会を有する者の減少 
（家庭・職場・飲食店いずれかにおいて、望まな

い受動喫煙を月に１回以上受けた者の割合） 
※現在喫煙者は集計対象から除く 

 
２９．８％ 

Ｒ５年 

（２０２３） 

 
１４．９％ 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 
９－１－６ 

 

 

 

妊娠中の母の喫煙率 
 

 

 

２．４％ 
Ｒ３年度 

（２０２１） 

 

０％ 
 

 

 

９－２－１ 
 

 

 
妊娠中の母の飲酒率 
 

 

 
０．６％ 
Ｒ３年度 

（２０２１） 

 
０％ 

 

 

 
９－２－１ 

 

 

 

産婦健診受診率 
 
 

 

８５．２％ 
Ｒ３年度 
（２０２１） 

 

９５％ 

 

９－２－１ 

 

妊娠・出産に満足している者の割合 
 
 

 

８４．０％ 
Ｒ３年度 
（２０２１） 

 

９０％ 

 

９－２－１ 

 

全出生児数中の低体重児割合 
 

 

 

９．１％ 
Ｒ３年 

（２０２１） 

 

減少 
 

 

 

９－２－２ 
 

 

 
新生児聴覚検査受診率 

 

 

 
９２．４％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 
１００％ 

 

 
９－２－２ 

 

 

 
１歳６か月児健康診査受診率 

 

 

 
９６．７％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

９７．５％ 

 
９－２－２ 

 

 

 

３歳児健康診査受診率 

 

 

 

９５．７％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

９７．０％ 

 

９－２－２ 

 

 

 
乳幼児期に体罰や暴言、ネグレクト等によらな
い子育てをしている親の割合 

 
 

 
３・４か月児 ：９５．２％ 
１歳６か月児：８１．３％ 

３歳児     ：６６．０％ 
Ｒ３年 
（２０２１） 

 
３・４か月児 ：増加 
１歳６か月児：８５．０％ 

３歳児     ：７０．０％ 

 
９－２－２ 

 
育てにくさを感じたときに対処できる親の割合 
 
 

 
８５．１％ 
Ｒ３年 
（２０２１） 

 
９０．０％ 

 
９－２－２ 

 

 

 

 



 
項       目 

 

 
現   状 

 

 
令和１１年度末目標 

（２０２９） 

 
備 考 

 

 

この地域で子育てをしたいと思う親の割合 
 
 

 

９５．３％ 
Ｒ３年 
（２０２１） 

 

現状維持 

 

９－２－２ 

 
ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間があ
る保護者の割合 
 
 

 
３・４か月児 ：９０．９％ 
１歳６か月児：８１．１％ 
３歳児    ：７４．９％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 
３・４か月児 ：９２．０％ 
１歳６か月児：８５．０％ 
３歳児     ：７５．０％ 

 
９－２－２ 

 
訪問看護（介護給付におけるサービス利用見
込み）回／月 

 
７１，８４０ 
Ｒ４年度 

（２０２２） 

 
８９，７４５ 
Ｒ８年度 

（２０２６） 

 
９－５－１ 

 
看護小規模多機能型居宅介護の利用者数 
（１月当たり）人／月 

 

 
３５１ 
Ｒ４年度 

（２０２２） 

 
５２６ 
Ｒ８年度 

（２０２６） 

 
９－５－１ 

 
定期巡回・随時対応型訪問介護看護の利用
者数（１月あたり）人／月 

 

 
４１５ 
Ｒ４年度 

（２０２２） 

 
５７４ 
Ｒ８年度 

（２０２６） 

 
９－５－１ 

 
発達障害について身近に相談できるかかりつ

け医の数 

 
３０４人 

Ｒ５．３末 
（２０２３） 

 
４５０人 

 

 
９－７－１ 

 
 

 

妊産婦の歯科健（検）診受診率 
 

 

３１．６％ 
Ｒ３年度 

（２０２１） 

 

増加 
Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 

９－８－２ 
 

 

 
妊産婦の歯科保健指導を受けた率 

 

 
１７．５％ 

Ｒ３年度 
（２０２１） 

 
増加 

Ｒ１７年度 
（２０３５） 

 
９－８－２ 

 
 

 
３歳児でむし歯のない児の割合 
 

 
８８．１％ 
Ｒ３年度 

（２０２１） 

 
９５．０％以上 
Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 
９－８－２ 

 

 

 
かかりつけ歯科医を持っている３歳児の割合 

 
６７．３％ 

Ｒ３年度 
（２０２１） 

 
７０．３％以上 

Ｒ１７年度 
（２０３５） 

 
９－８－２ 

 
 

 
１２歳児でむし歯のない児の割合 
 
 

 
７４．０％ 
Ｒ３年度 
（２０２１） 

 
９５．０％以上 
Ｒ１７年度 
（２０３５） 

 
９－８－２ 

 
中・高校生で歯肉に炎症所見を有する者の割合 
 
 

 
中学生：２１．６％ 
高校生：２１．６％ 

Ｒ３年度 
（２０２１） 

 
中学生：１９．０％以下 
高校生：１９．０％以下 

Ｒ１７年度 
（２０３５） 

 
９－８－２ 



 

項       目 

 

 

現   状 

 

 

令和１１年度末目標 

（２０２９） 

 

備 考 

 

 

成人期 定期的に歯科健（検）診を受けている

者の割合 

 

 

３８．３％ 

Ｒ３年 

（２０２１） 

 

５０．０％以上 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 

９－８－２ 

 

高齢期 健口体操を知っている者の割合 

 

 

 

５４．０％ 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

７０．０％以上 

Ｒ１７年度 

（２０３５） 

 

９－８－２ 

 

県北の保健医療圏における病院の１０万人対

医師数 

 

 

１８６．４人 

Ｒ２．１２．３１ 

（２０２０） 

 

現状維持 

 

 

１０－１－１ 

 

 

 

県内の医師不足地域の医療機関に勤務する

地域枠卒業医師の数 

 

２４人 

Ｒ５．４．１ 

（２０２３） 

 

２９人 

 

 

１０－１－１ 

 

 

 

復職を果たした女性医師数 

 

 

 

１８３人 

Ｒ５．３．３１ 

（２０２３） 

 

２８５人 

 

 

 

１０－１－１ 

 

 

 

看護職員の新規採用者の１年未満の離職率 

 

 

 

１０．２％ 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

７．０％ 

 

 

 

１０－４－１ 

 

 

 

専門性の高い看護師の教育機関数 

 

 

 

８カ所 

Ｒ４年度 

（２０２２） 

 

現状維持 

 

 

 

１０－４－１ 

 

 

 

専門性の高い看護師の就業者数 

 

 

 

４５８人 

Ｒ５年 

（２０２３） 

 

７５０人 

 

１０－４－１ 

 


